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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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平成 28年 4月 1日より燕労災病院勤務となりました角田誠一

（つのだせいいち）と申します。大学卒業後、千葉労災病院、関

東労災病院、大阪労災病院を経て、4つ目の労災病院となります。

千葉や関東と同じブロックでしたが今まで訪れたことはなく、今

回の異動が初めての燕労災病院でした。これから宜しくお願い致

します。 

薬剤師の業務も働き始めたころに比べると随分変わりました。

仕事として病院薬剤師を選んだきっかけは、“薬剤師も薬局から

外に出て患者さんと関わる仕事をすることになる”といった事を

耳にしたからでした。実際に実習に行った先の大学病院では既に

そういった活動を始めていました。働き始めてしばらくすると薬

剤管理指導が行われるようになりました。病棟に行き始めた頃は

17 時を過ぎてから上がるといった状況でした。やがて処方が院

外に出されるようになり病棟へ行く機会も増えていきましたが、

病棟での活動時間は 17時過ぎが基本の毎日でした。薬剤管理指

導が開始して 10年が経過し少しずつ軌道に乗ってきました。施

設の規模やスタッフの人数にもよりますが、ほとんどの入院患者

さんに対して薬剤管理指導が出来る様になってきた頃、今度は病

棟薬剤業務が始まりました。始まった時には“やっと思い描いて

いた薬剤師の仕事が始まった”と思ったりもしました。当院でも

病棟薬剤業務を開始して 1 年が過ぎ、少しずつですが医師・看

護師を始め多くのスタッフの皆さんに協力できるよう頑張って

まいりました。しかし、当然のことながら自分たちが思い描くよ

うな、また多くの方々に認めてもられるような薬剤師には“まだ

まだ”と自覚しております。 

現在、私を含め薬剤部のスタッフは全部で 12人（助手 1 人）、

中央業務を基本としながらも、活動の中心を病棟での業務にシフ

トしていこうと考えています。そしてスタッフの育成に力を注ぎ、

薬剤部の向上を図り、患者さんを始め多くの方々に貢献出来る燕

労災病院薬剤部になれるよう頑張って参りたいと思っておりま

す。 
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【 着任の挨拶 】 

               薬剤部長 角田 誠一 
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当院では、７月より看護外来を開設しました。患者さまが地域での療養生活が円滑に送

れ、またご家族が円滑に介護できるよう、認定看護師による専門的看護ケアを提供してお

ります。 

今回は『がんサポート外来』の紹介をいたします。がんサポート外来では、当院でがん

と診断され治療前・治療中の患者さまとそのご家族の方のサポートを行ないます。サポー

ト内容としては、がん告知後の心理的不安軽減のための面談と精神ケア、がんによる痛み

や治療による身体の辛い症状や気持ちの辛さをコントロールできるように医師、薬剤師、

看護師と連携し、医療者全員で可能なサポートを行ないます。また仕事をされている方で

も治療が継続できるよう、抗がん剤の副作用をコントロールし、治療と仕事の両立支援・

相談も行なっています。 

当院に通院または入院中の患者さまとご家族で、がんサポート外来を受診したい方は、

ご連絡ください。また、在宅療養でお困りの方は電話でご連絡下さい。 

 

○がんサポート外来：毎月第１・３水曜日 １４時〜１６時 

○予約制となりますので、「がんサポート外来の問い合わせ」とお伝え下さい。 

担当者におつなぎします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストーマ外来・床ずれ外来では、その分野において専門的な知識・技術をもった認定看護師が、

地域で患者様や家族の方が療養生活を円滑に送れるよう、悩みや不安をじっくりと聞き、必要な

指導やケアを行わせて頂く外来です。   

また、必要時には地域のケアマネージャーや訪問看護師との連携をとって協働して患者様、家

族の方々の療養生活を支えて行きます。 

ストーマ外来では便漏れや皮膚トラブルの対応、装具変更、新しい装具の紹介等を行っており

ます。 

また、床ずれ外来では褥瘡の処置方法はもちろん、マットレスや車椅子クッションの選択や福

祉用具のレンタル、体位変換の方法、栄養改善など指導を行っております。 

そして、ケアマネージャーとの情報交換も行い療養生活を支援 

しています。 

 ストーマや床ずれで悩んでおられる方は、平日 14：00～17：00 

までに外科外来にお電話ください。 

 

● ストーマ外来：第 2.4金曜日 9：00～12：30 

● 床ずれ外来：毎週木曜日 9：00～12：00 
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【 看護外来の紹介 】  ストーマ外来・床ずれ外来 

【 看護外来の紹介 】  がんサポート外来 
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今年も「ピンクリボン運動」を行います。 

 

ピンクリボン運動とは、乳がんの「早期発見・早期診断・早期治療」の

大切さを世界に伝える運動です。乳がんのセルフチェックや定期検診を

促し、乳がんに対する意識を高める目的で活動しています。 

 

日時：平成 28年 10月 17日(月)～10月 21日(金) 

場所：燕労災病院 外来ホール 

内容：乳がんの自己検診指導、乳がん体験者の講和、乳がん患者さんのための相談会等を予

定しています。 

  

参加費無料です。どうぞお気軽にご参加ください。 

 

問い合わせ先：燕労災病院  外来 本田まで 

 

 

 

 

 

７月５日(火)、当院外来ホールにおきまして市民・勤労者医学講話が開催されました。「睡

眠時無呼吸症候群について」と題して、呼吸器内科部長 丸山佳重医師より講演を行いまし

た。 

 

当院では、医学について分かりやすく解説する講演会「市民・勤労者

医学講話」を隔月で開催しております。入場無料・予約不要で、燕市広

報等を通じて開催をお知らせしておりますので、今後とも多くの皆様の

御参加をお待ちしております。 

 

 次回の市民・勤労者医学講話は１１月１日（火）に開催いたします。内容は、「胃がんにつ

いて」消化器内科部長 岩﨑医師による講演です。 

ご興味のある方はお気軽にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 
  雨の少ない？梅雨も終わり、猛暑の後は、多くの台風が日本列島に上陸し、秋雨の続く今日この頃、 

今度は一気に寒い日々が増え、いそいそと衣更えの時期となり、あっという間に時が過ぎていく。今年 

もあと、1週間足らずで上半期が終了。時の過ぎ去るのは早し。私の趣味はまだ継続中、お城巡りに 

はじまり最近はお寺巡りと益々幅が広がりつつある、先人の築いた歴史を振り返る事は、これからも大 

事にしていかないといけないもの、長野の紅葉狩りとお城めぐりをセットにした、車での日帰りツアー 

でも計画してみようか？ だが待てよ、今年のカレンダーはすでに研修会や公私ともに予定びっしり
（K.M） 
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【 市民・勤労者医学講話を開催しました 】   

【 ピンクリボン運動のお知らせ 】 
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